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奈良県下市町教育委員会
教育長 小谷 隆男 発行教育委員会から町民の皆様への情報通信

優秀作品がそれぞれ決定！！ 下市あきつ学園の校章・校歌

下市あきつ学園の校章・校歌の公募期間が、４月１日から５月３１日までの２ヶ月間で終了いた

しました。たくさんのご応募ありがとうございました。優れた作品が多い中、選考委員会において厳

正に審査し、下の通り、校章３点、校歌２点の優秀作品を決定しました。

子どもたちのための校章・校歌なので、最後は下市小・下市中の児童・生徒自身の投票結果を

考慮した上で最優秀作品をそれぞれ１点選び、下市あきつ学園の校章・校歌とします。

【校章の部・優秀作品３点】 （応募順）

【校歌の部・優秀作品２点】 （応募順）
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ご意見・お問い合わせは…

下市町教育委員会事務局

☎ 0747-52-1711

FAX ０７４７－５２－５１５９

✉ kyoi@town.shimoichi.nara.jp

「とんぼ」のモニュメント ～ 彫刻家 島 久幸 氏が町へ寄贈 ～
下市町出身の彫刻家・島久幸氏から、下市あきつ学

園の新築を祝って、とんぼのモニュメントを寄贈していた

だきました。２匹の雌雄のとんぼが自由に空を舞う姿

は、とても躍動感があり、素晴らしいモニュメントです。

島さんは、中学生の時に留田良三先生に美術を教わ

り、先生がデザインした折り

紙のようなとんぼの校章が

印象に残っているそうです。

早速台座を新調し、新し

い学校の玄関ホールに設置したいと思います。それまでは観光文化セ

ンターのロビーで展示しています。心から感謝し、大切に展示します。

＜ 島 久幸 氏 略歴 ＞

○千葉県在住/彫刻家

○下市町出身(小・中・高)

○東京芸術大学・大学院

○天理ピエンナーレ準大賞

○個展・モニュメント多数

▼今月２４日（日）午後に「図書館まつり」を開催します。「おはなし

のへや」「絵本でしりとり」「工作教室」そして「本の福袋」（なくなり

しだい終了）ほか、図書館を支える皆様のご協力を得て楽しいイベ

ントを実施します。▼最近、本を読んでないなぁという人も、是非この

機会にご来館ください。いい本との出会いがあるかもしれません。

「菊田コレクション」④ 下市札

～ 日本最初の紙の貨幣（商業手形） ～

現在、日本で普通に使っ

ている紙幣のルーツが下市

にあることをご存じでしょう

か。今から約５００年前、織

田信長や、豊臣秀吉が生ま

れるまだ前のこと。遠い山間

部から農民達が下市へ買

物にくる時、重い銭貨を運

ぶのは大変でした。それを

見た下市商人は、銭や銀に

変わる紙の札を発行しまし

た。これが「下市札」の始ま

りで、やがて全国に広がり、

紙幣へと発展していきます。

この発想は、SDGｓにも

通じる視点です。人々のた

めになるように工夫をして

商売をした先人の知恵を、

下市プライドとして、次世代

へ受け継ぎたいものです。 ＜菊田氏寄贈・下市札＞

６月 教育委員が学校園を訪問
こども園では、園児のカタツムリ・カエル・あ

じさいがお出迎え。３・４・５歳児毎の発達段階
に応じた制作には、指導力の高さを感じます。

小学校では、書写の作品や元気で華やか
な学級目標が目を引きました。誰も取り残さ
ない視点で、個性が輝く学級をめざします。

中学校では、３ーＡ独自のＳＤＧｓを１７種類
作っていました。「素直に感謝を伝えよう」が１
番目の目標。持続可能な社会への取組です。


